
（１－２－Ⅱ）

実 績 評 価 書

平成１４年９月

政策体系 番 号

基本目標 １ 安心・信頼してかかれる医療の確保と国民の健康づくりを推

進すること

施策目標 ２ 必要な医療従事者を確保するとともに、資質の向上を図るこ

と

Ⅱ 医療従事者の資質の向上を図ること

担当部局・課 主管課 医政局医事課

関係課 医政局指導課・歯科保健課・看護課、医薬局総務課

１．施策目標に関する実績の状況

実績目標１ 医師、歯科医師の臨床研修の履修促進と内容充実を図ること

（実績目標を達成するための手段の概要）

・ 医師の臨床研修について、研修に必要な運営経費・施設整備費の補助、臨床研修

指導医養成講習会の実施などにより、その推進を図った。

・ 歯科医師の臨床研修について、研修に必要な運営経費・施設整備費の補助、歯科

医師臨床研修指導医講習会の実施などにより、その推進を図った。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

医師の臨床研修の履修率 ％ ％ ％ － －85.9 86.7 87.0
（ ）「 」 、 。備 考 臨床研修病院ガイドブック によるが 平成 年度以降は未把握2002 12

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

歯科医師の臨床研修の履修率 ％ ％ ％ ％ －51.4 58.7 61.1 57.8
（備 考）医政局歯科保健課調べによるが、平成 年度は未実施。13

実績目標２ 医療従事者に対する研修等を充実すること

（実績目標を達成するための手段の概要）

・ 看護職員の専門性の向上及び医療事故の防止等今日的課題への対応を図るため、

看護職員を対象にした看護職員実務研修会を実施。

・ 看護教育の質の向上を図るため、看護師等養成所の看護教員を対象にした看護教

員養成講習会及び専任教員再教育研修を実施。

・ 看護師等養成カリキュラムにおける看護実習を効果的に行うため、病院、訪問看

護ステーション、老人保健施設、社会福祉施設等の実習指導者を対象にした実習指



導者講習会を実施。

・ 看護研修研究センターにおいて、看護教育の基盤の充実強化を図るための看護師

等養成所の幹部教員を対象にした幹部看護教員養成課程等の研修を実施。

・ 看護師等の養成、資質の向上等を内容とする総合的な看護職員確保対策の一環と

して、訪問看護の実践者及び指導者として必要な専門的知識・技術の修得を目的と

した訪問看護師指導者研修会等を実施。

・ 診療放射線技師、臨床検査技師、視能訓練士及び歯科技工士の養成カリキュラム

における実習を効果的に行うため、実習施設の実習指導者を対象とした実習指導者

講習会を実施。

・ 理学療法士・作業療法士養成所の教員や実習施設の実習指導者を対象とした教員

等講習会を実施。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

看護職員に対する研修会等の実施回数 ９４ １０８ １３２ ２１３ ３１７

(回)

（備 考）医政局看護課調べ。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

診療放射線技師実習指導者に対する講習 ８６ ８４ ８３ ８５ ７８

（ ）会修了者数 人

（備 考）医政局医事課調べ。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

臨床検査技師実習指導者に対する講習会 ７３ ９２ ７８ ９９ １３８

（ ）修了者数 人

（備 考）医政局医事課調べ。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

視能訓練士実習指導者に対する講習会修 ６８ ８１ ９５ ５８ ５２

（ ）了者数 人

（備 考）医政局医事課調べ。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

歯科技工士実習指導者に対する講習会修 ３０ １５ １６ １４ １６

了者数 （人）

（備 考）医政局医事課調べ。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

理学療法士・作業療法士養成所の教員等 － １２７ １２９ １２８ １２７

（ ）に対する講習会修了者数 人



（備 考）医政局医事課調べ。講習会は平成１０年から実施。

実績目標３ 薬剤師の資質の向上を図ること

（実績目標を達成するための手段の概要）

・ 医薬分業の進展や薬剤師業務の多様化に伴い、卒前教育とともに、生涯教育とり

わけ実務研修の充実が必要であるため、経験豊かで適切な指導者の下で、薬剤師業

務全般についての幅広い基本的な研修を行っている。

（評価指標） Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３

76 89 95 80 56薬剤師実務研修修了者数 人（ ）

（備 考）

当該事業は （財）日本薬剤師研修センターが行っている研修業務への補助事業で、

ある。

２．評 価

( ) 実績目標の達成状況の評価1
実績目標１ 医師、歯科医師の臨床研修の履修促進と内容充実を図ること

有効性

・ 医師及び歯科医師の臨床研修について、研修に必要な運営費等の補助、臨床研修

指導医養成講習会の実施等により、履修率は概ね増加しており、履修の促進と内容

の充実が図られている。

実績目標２ 医療従事者に対する研修等を充実すること

有効性

・ 医療従事者に対する研修等の充実という目標に対し、毎年度、着実に一定レベル

の研修会等の実施回数及び講習会修了者数の実績を重ねており、概ね目標に沿った

事業効果を上げているものと考える。

効率性

・ 医療従事者、養成所教員等に対して研修を実施することにより、医療現場におけ

る医療従事者の技術の向上と、基礎教育を通じての医療従事者の質の向上が相乗的

に果たされている。

実績目標３ 薬剤師の資質の向上を図ること

有効性

・ 薬剤師に対して研修を実施することにより、医療現場において必要とされる知識

・技能・態度が改善され、薬剤師の資質の向上が図られている。

( ) 施策目標の達成状況と総合的な評価2
現状分析

・ 現在講じている施策により、医療従事者の質の着実な向上が図られていると考え

られる。

・ 国民から信頼される安全な医療を提供するため、医療技術の進歩等に伴い、医療



従事者の質の一層の向上が求められている。

施策手段の適正性の評価

・ 医師等の臨床研修の履修率は概ね増加しており、臨床研修の履修の促進と内容の

充実により、医師等の質の向上が図られている。

・ 看護職員等医療従事者に対する研修会等の実施により、着実に医療従事者の質を

向上させていると考えられる。

・ 薬剤師に対して研修を実施することにより、医療現場において必要とされる知識

・技能・態度が改善され、薬剤師の資質の向上が図られている。

総合的な評価

・ 現在講じている施策は着実に効果を上げていると考えられるものの、医療技術の

進歩等に伴い、医療従事者の質の一層の向上を図る必要がある。

・ 医師及び歯科医師の質の向上を図るため、医師等の臨床研修を充実させる施策を

引き続き推進するとともに、医師等の国家試験の改善を検討する必要がある。

・ 看護職員等医療従事者の質の向上を図るため、研修等を充実させる施策を引き続

き推進するとともに、専門性の高い看護師の育成を促進する必要がある。

・ 薬剤師が医療の担い手として、また、創薬を担う研究者として、その責務を果た

していくため、その資質を一層向上させる必要がある。薬剤師全体の資質の向上を

図るためには、実務研修修了者数を増加させること、薬剤師国家試験の受験資格要

件の見直しを検討すること、生涯教育の観点から卒後の研修を充実させること等が

必要である。

３．政策への反映方針

現在講じている施策を引き続き推進するとともに、平成１６年度からの医師臨床研

修の必修化に向けた検討及び準備、医師等の国家試験の改善の検討、専門性の高い看

護師の育成の促進、薬剤師国家試験の受験資格要件の見直しの検討等を実施すること

とする。

４．特記事項

①学識経験を有する者の知見の活用に関する事項

「医道審議会医師分科会医師臨床研修検討部会 （平成 年５月 「医療関係者」 ）、14
審議会歯科医師臨床研修部会 （平成 年２月）」 11

②各種政府決定との関係及び遵守状況

特になし。



③総務省による行政評価・監視等の状況

特になし。

④国会による決議等の状況（警告決議、付帯決議等）

平成 年 月 日参議院国民福祉委員会において 「医師及び歯科医師の臨床12 11 30 、

研修については、インフォームドコンセントなどの取組や人権教育を通じて医療倫

理の確立を図るとともに、精神障害や感染症への理解を進め、更にプライマリーケ

、 。アやへき地医療への理解を深めることなど全人的 総合的な制度へと充実すること

その際、臨床研修を効果的に進めるために指導体制の充実、研修医の身分の安定及

び労働条件の向上に努めること 」との附帯決議がなされている。。

平成８年６月 日参議院厚生委員会において 「薬学教育や研修の充実に努める17 、

こと 」との付帯決議がなされている。また、平成 年７月 日衆議院厚生労働委。 14 24
員会において 「医薬品技術の高度化をはじめとする保健医療を取り巻く環境の変化、

に対応し、薬学に関する高度な知識及び保健医療の重要な担い手としての必要な資

質を有する薬剤師が求められていることを踏まえ、薬剤師の生涯研修の拡充、薬剤

師国家試験の受験資格の見直し、薬学を履修する教育課程の在り方等について検討

を加え、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとすること 」との委員会決議。

がなされている。

⑤会計検査院による指摘

特になし。


